
クラウド接続系端末の活用事例紹介

【庁内コミュニケーションの移行】
・年明け１月４日より、庁内コミュニケーションの軸足をLGWAN系からクラウド接続系へ移行
・グループウェア機能は、ノーツではなくMicrosoft365で提供
※全庁掲示板、情報データベース、予約管理（会議室、物品、公用車）等

【目指す姿】
・クラウド接続系ネットワーク（持ち運びできる端末、無線LAN環境、クラウドサービス利用）を
導入し、業務の手順やルールを、紙中心からデータ中心へと移行させる。

・これにより、組織のコミュニケーションを円滑に進めるとともに、データに基づく政策立案や
意思決定、業務の性質やライフサイクルに合わせた柔軟な働き方を実現していく。
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意思決定や情報共有の効率化
（市民課での活用例）

①予定の

調整

②資料の

調整

③会議の

開催

業務の流れ



Before After

メールや電話で個別に予定を確認し合う Outlookを活用して、複数人で予定を共有

①予定の

調整

②資料の

調整

③会議の

開催
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Before After

・メールで資料のデータをやりとり
・紙で資料を印刷

・資料はフォルダやファイル単位で事前に共有
・直前の資料修正や追加にも対応可

①予定の

調整

②資料の

調整

③会議の

開催

4



5

Before After

・外部職場（元気21証明サービスコーナー、斎
場）の職員は本庁への移動が必要
・対面での会議は、資料を印刷・配付

・Web会議によって、場所に拘束されず会議が
できる
・対面会議の場合でも、モニターを利用して、
ペーパーレス化

①予定の

調整

②資料の

調整

③会議の
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